
民生費
63億8,012万円
（29.7%）

総務費
34億8,702万円
（16.2%）

土木費
15億5,920万円
（7.3%）

公債費
22億9,065万円

(10.6%)

農林水産業費
８億6,662万円（4.0%）

その他
2億5,794万円（1.2%）

教育費
33億9,241万円
（15.8%）

商工費
8億9,720万円（4.2%）

消防費
9億9,155万円（4.6%）

衛生費
13億6,729万円
（6.4%）

　
令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
は
２
１
４
億
９
０
０
０
万
円
。

令
和
5
年
度
と
比
較
し
て
１
５
億
７
０
０
万
円
、
7
・
5
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
金
額
は
１
万
円
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す

教
育
・
保
育
環
境
の
整
備
、脱
炭
素

社
会
実
現
に
向
け
た
事
業
を
推
進

　
令
和
６
年
度
予
算
は
、
久
慈

市
総
合
計
画
基
本
構
想
・
後
期

基
本
計
画
に
基
づ
く
各
種
事
業

の
推
進
を
図
り
、
人
口
減
少
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
限

ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な
活
用

を
基
本
方
針
と
し
て
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
重
要
施

策
と
し
て
、
久
慈
湊
小
学
校
移

転
改
築
事
業
や
脱
炭
素
先
行
地

域
推
進
事
業
等
の
大
型
事
業
が

本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
予
算
規

模
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
を
財
源
別

に
見
る
と
、
市
税
や
諸
収
入
、

繰
入
金
な
ど
地
方
公
共
団
体
が

自
主
的
に
調
達
で
き
る
自
主
財

源
は
57
億
８
０
６
３
万
円
。
昨

年
度
か
ら
４
億
７
2
２
3
万
円

減
額
し
、
自
主
財
源
が
歳
入
に

占
め
る
割
合
は
26
・
９
％
と

７
・
６
㌽
減
少
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の

影
響
に
よ
り
減
少
し
て
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
歳
出
を
性
質
ご
と
に
見
る
と
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
公
債
費
な

ど
の
義
務
的
経
費
は
９８
億
７
３

９
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
か
ら

１
億
８
１
３
９
万
円
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
義
務
的
経
費

が
歳
出
に
占
め
る
割
合
は
４５
・

６
％
と
１
・
８
㌽
減
少
し
て
い

ま
す
。

　
た
だ
し
、
高
水
準
で
推
移
す

る
社
会
保
障
費
や
施
設
の
老
朽

化
対
策
等
に
よ
り
、
引
き
続
き

厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

歳出を性質別にみると…

令和6年度　久慈市の動き� 予算編成

予
算
編
成

企
業
会
計

水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 ９億　　　831 万円 10 億 6,102 万円
資本的収支 2億 6,778 万円 8億 7,835 万円

下水道事業会計
区分 収入 支出

収益的収支 10 億 2,584 万円 12 億 6,222 万円
資本的収支 ５ 億 ６,499 万円 ９ 億 2,607 万円

財政用語の説明

214億9,000万円 214億9,000万円 
一般会計歳出 一般会計歳入

特
別
会
計

■国民健康保険事業勘定……………… 35 億 6,798 万円

■国民健康保険直営診療施設勘定……  1億 9,281 万円

■後期高齢者医療………………………  4億 3,757 万円

■魚市場事業……………………………       1,637 万円

　合計 42 億 1,473 万円

　特別会計は、特定の事業を一般会計と区分し、特定の歳
入と歳出を区別して処理する会計です。

義務的
経費
45.6％

投資的
経費
17.9％ 

その他
36.5％

人 件 費 35億7,353万円（16.6%）

扶 助 費 39億4,324万円（18.3%）

公 債 費 22億9,062万円（10.7%）

普通建設事業費 38億4,383万円（17.9%）

物 件 費 32億1,712万円（15.0%）

補 助 費 等 26億8,299万円（12.5%）

繰 出 金 12億4,630万円（ 5.8%）

そ の 他   6億9,237万円（ 3.2%） 市税
36億5,423万円
（17.0%）

その他など
１億4,175円（0.6%）

諸収入等
12億5,956万円

(5.9%)

地方交付税
68億9,651万円
（32.1%）

国・県支出金
53億2,191万円
（24.8%）

市債
20億9,113万円
（9.7%）

依存財源
157億937万円
(73.1%)

自主財源
57億8,063万円

(26.9%)

繰入金
７億2,509万円

      （3.4%）

地方消費税交付金
８億6,006万円（4.0%）

地方譲与税
２億8,567万円（1.3%）

その他
２億5,409万円（1.2%）

【歳入の関係】
▶�地方交付税…人口や環境などの違いで生ま

れる地方間の格差を調整するため、国から
配分されるお金。国が徴収する所得税や法
人税などが基になっています

▶�国庫支出金、県支出金…国・県が市に対し
て交付する補助金など

▶�市債…建設事業などを行うために、国や金
融機関などから借りるお金

【歳出の関係】
▶�民生費…福祉や子育て支援などのために使

うお金
▶�総務費…企画調整事務、庁舎や財産の維持

管理、戸籍管理、税金の徴収など市の運営
全般に使うお金

▶�教育費…学校教育や生涯学習の充実、文化・
スポーツなどを推進するために使うお金

▶公債費…市の借金返済に使うお金
▶�土木費…道路や公園などの整備・補修に使

うお金
▶�衛生費…環境の保全や健康増進などに使う

お金
▶�消防費…消防や災害対策などのために使う

お金
▶�商工費…商工業や観光などの振興のために

使うお金
▶�農林水産業費…農林水産業の振興などに使

うお金
▶�義務的経費…人件費など支出することが義

務付けられ、簡単に削減できないお金
▶�投資的経費…道路や学校などを整備するた

めのお金
▶�扶助費…子育てや高齢者、障がい者などの

支援に使うお金
▶�物件費…事業委託や各種ソフト事業などに

使うお金
【その他】
▶�企業会計…事業で得られる収入で経費を賄

う独立採算制を原則とした会計。市では、
水道事業会計と下水道事業会計がこれに当
たります
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